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分野 景気の現状判断 業種・職種 判断の理由 追加説明及び具体的状況の説明

良く
なっている

百貨店（店長） 販売量の動き ・９月上旬に実施した改装の効果と平年よりも残暑が
少なく涼しくなったことから、婦人、紳士服を中心と
した衣料品や雑貨、靴など秋物商品が活発に売れ出し
ている。今までは実需買いの客が多かったが、雑誌掲
載商品を中心にファッショントレンドアイテムについ
ては前倒し買いも多くなり、購買行動に変化が生じて
いる。単価の高いアイテムの売行きも良い。

スーパー（統
括）

販売量の動き ・販売量の動きは４月以降、着実に前年同期を上回っ
ている。９月も前年同期に比べ３～４％くらいの増加
基調と安定した動きを見せている。

観光名所（職
員）

来客数の動き ・最終日前日までで前年比8.9％増となり、最終的に
は10％増になると予想している。

やや良く
なっている

商店街（代表
者）

お客様の様子 ・クレジットカードの売上が、相変わらず高水準であ
る。また、イベントやマスコミなどへの仕掛けに、客
が素早く反応している。以前からもレスポンスの良い
街ではあったが、今は特に早い。

百貨店（広報担
当）

販売量の動き ・９月は天候、気温に恵まれ、売上は順調に推移して
いる。中旬に気温が急激に下がった影響で、防寒物の
動きが早く、レザー、ムートン、カシミヤ、コート等
が前倒しになっている。６月に株価低迷で底を打った
大口高額品は、ここ３か月大きく前年割れとなった
が、８、９月は復調の兆しが見られる。

百貨店（広報担
当）

お客様の様子 ・残暑がなく、急に秋らしい天候になったため、コー
トが好調に動いている。これは、昨冬に寒波のため
コート不足が生じたことから、今年は早めに手に入れ
たいという消費者心理が働いたものと考えられる。ま
た、秋色や秋素材の衣料品もよく動いている。さら
に、８月にいったん落ち込んだ美術品や宝飾品などの
高額品も再び動きが出てきている。

百貨店（販売促
進担当）

単価の動き ・単価の高いものであっても、良いものが動く。セー
ルを終了したこともあるが、チープなものよりも価値
があれば高額でもよいという客が多くなっている。

百貨店（業務担
当）

販売量の動き ・昨年よりも気温がやや低めで台風が直接来ていない
という外的な要因もあるものの、来客数が前年と比べ
てそれほど伸びていないなかで、売上が前年の水準を
超えていることから、客単価が上昇していると考えら
れる。

百貨店（営業企
画担当）

単価の動き ・来客数は減少しているものの、売上は前年比で
105％以上増加している。自社カード分析により、一
定の顧客が身の回り品からリビング雑貨や衣料品ま
で、様々な商品群を購入していることが明らかとな
り、１人当たりの購買単価の上昇が顕著である。

高級レストラン
（支配人）

来客数の動き ・法人関係は横ばいとなっている一方で、個人客の来
客数が徐々にではあるが増加し、50名ほどプラスに
なっている。

都市型ホテル
（スタッフ）

それ以外 ・社内の設備投資が実施されるようになってきてい
る。

旅行代理店（従
業員）

来客数の動き ・間際での秋の団体旅行の見積が多くなっている。

旅行代理店（従
業員）

お客様の様子 ・電話の本数が多く、団体旅行の見積件数が日によっ
ては40件を超えている。

タクシー運転手 お客様の様子 ・乗務員が集まらず稼働率が下がっているためか、そ
れとも景気が上向いてきているためなのかわからない
が、少なくとも３か月前よりは良くなっている。

ゴルフ場（支配
人）

来客数の動き ・８月、９月とも過去最高の来場者数である。

その他レジャー
施設［アミュー
ズメント］（職
員）

販売量の動き ・家庭用ゲーム機のソフト販売が好調で、特に携帯
ゲーム機のソフトが売れ筋である。またアミューズメ
ントセンターにおいては、カードゲームの勢いは一時
に比べ衰えたとはいえ、まだまだ高い売上をあげてい
る。

住宅販売会社
（従業員）

お客様の様子 ・土地付き建物を購入する客の話が、徐々にではある
が今月ぐらいから出てきている。

家計
動向
関連



変わらない 商店街（代表
者）

お客様の様子 ・周辺に大型店がオープンしたため、若い人はほとん
ど来なくなり、お年寄りしか来ない。また、年金など
の目減りもあるので、お年寄りであっても安いところ
へ買物に行くという状況を客から聞いている。

一般小売店［文
房具］（経営
者）

来客数の動き ・今月は祭礼などがあり、比較的商店街はにぎわった
が、それほど売上に結び付いていない。

一般小売店
［靴・履物］
（店長）

来客数の動き ・中心商店街にもかかわらず、来客数、通行人数等、
２～３か月前と比べて良くなっていない。依然として
景気は悪い。

一般小売店
［鞄・袋物］
（従業員）

単価の動き ・ギフト需要の動きが良く、特に単価は今年１月から
継続的に２割ほど上昇している。身の回り品、自分の
ための商品は、依然として単価が１～２割下落してい
る。スポーツ商品は、夏場は良かったものの、９月に
入り天候に多少影響されているのか動きが悪く、秋物
需要の動向も非常にむらがある。単価は前年並みであ
るが、数量は出ていない。

一般小売店［Ｃ
Ｄ］（営業担
当）

来客数の動き ・まとめ買いが少なくなっており、来客数の伸びも見
られない。

一般小売店
［茶］（営業担
当）

販売量の動き ・季節の茶の販売やＤＭ等の実施により、販売量は昨
年を上回り、来客数も増加している。

百貨店（総務担
当）

お客様の様子 ・客の購買態度は依然慎重であり、衝動買いのような
買物は絶対にしない。

百貨店（販売管
理担当）

販売量の動き ・９月は、前年に比べ気温も下がり秋物衣料品に期待
したものの、衣料品は前年並みであり、一方で食品や
雑貨など非繊維が健闘し前年をやや上回っている。化
粧品や婦人靴などのファッション雑貨は好調に推移し
ている。食品は生鮮関連が苦戦しているが、総菜、和
洋菓子などが充分にカバーしている。

スーパー（店
長）

単価の動き ・客単価が前年比で40円ほど下落しており、それを買
上点数でカバーできていない。来客数は上回っている
ものの、買上点数、単価共に下落しているため、売上
自体の伸びは３か月前とそれほど変わっていない。

スーパー（店
長）

販売量の動き ・夏の後半から秋口にかけて、販売点数のみならず買
上単価もほぼ前年並みに戻ってきている。

スーパー（総務
担当）

競争相手の様子 ・最近、中規模の複合店舗が近隣でオープンしたた
め、売上は横ばい状態である。

スーパー（統
括）

来客数の動き ・広告商品や価格訴求商品に対する客の反応は敏感で
あるが、それ以外のプロパー商品については動きが良
いようには見られない。

スーパー（仕入
担当）

単価の動き ・残暑が無く秋の売場展開を早めに行った結果、売上
は前年度を２％ほどクリアしている。青果物が高値で
安定しているため、販促の核となり集客効果を上げて
いる。

コンビニ（経営
者）

お客様の様子 ・昨年は好調であったセールが、今年はことごとく売
れず、やりにくい。

コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・初旬は客の動向が良くなかったが、後半になり来客
数が増え、単価も上昇し、売上が増加している。

衣料品専門店
（経営者）

お客様の様子 ・季節柄、行楽予定のある客に対し、ジャケット、ボ
トム、靴、バッグなどのコーディネートを提案してい
るが、単品購入の客が目立つため、売上が伸びていな
い。

衣料品専門店
（経営者）

販売量の動き ・客の買物行動は慎重であり、良くて安い物しか売れ
ていかない。

家電量販店（経
営者）

販売量の動き ・薄型ＴＶ、レコーダーに一服感が出ている。

家電量販店（店
員）

販売量の動き ・全体を見ると、小売店として、ＯＡ全般が売れてい
ない。主にパソコン本体に関しては、飽和状態で買い
換えユーザーが少ないため、伸びが悪い。

乗用車販売店
（渉外担当）

販売量の動き ・９月新車の販売台数は、予算達成率95％であり、前
年伸張率も若干下回る見込みである。当社扱いの輸入
車は、好調を維持し予算達成率100％であり、新規に
立ち上げた高級車店も予算達成率112.9％の見込みと
期末らしい追い込みである。一方、中古車販売は予算
達成率95.9％の見込みである。



住関連専門店
（統括）

販売量の動き ・来客数に動きはある程度みられるものの、販売量は
それほど伸びていない。

その他専門店
［眼鏡］（店
員）

来客数の動き ・売上、来客数ともに前年よりも厳しく、特に来客数
は前年比94％と悪い。また、10万円以上の高額フレー
ムが苦戦している。

その他専門店
［燃料］（売場
主任）

お客様の様子 ・先月に引き続き、値上げが響いて売上は芳しくな
い。洗車や他の油外商品も前年比で10～15％くらいの
落ち込みである。客の動きも先月と同様であり、仕事
はあるものの単価が上がらないという状況である。

一般レストラン
（経営者）

お客様の様子 ・サービス残業が多く、近隣企業の夜の食事会が減少
している。

都市型ホテル
（スタッフ）

単価の動き ・ホテル全体での利用客数に大きな変化はなく、問い
合わせの電話の本数も変化が無い。レストランでは新
メニューを出して客単価の上昇を図っているものの、
なかなか客の支持を得られていない。宴会は新規の客
からの問い合わせがあるが、飲食を伴った利用がほと
んどなく売上増加にはつながっていない。宿泊利用者
は近くのビジネス系のホテルに流れているが、ビジネ
ス客にツインやダブルルームの特別割引料金で利用を
勧めることによって、利用客数の低下は何とか下げ止
まっている。

タクシー運転手 お客様の様子 ・来客数は伸び止まりで、景気は良くも悪くもない。
相変わらず都心副都心を中心に、ターミナル駅繁華街
を約45,000車両が右往左往して、一般車の交通の妨げ
になっている。

通信会社（経営
者）

お客様の様子 ・売上は数か月間安定してきているものの、増加して
いない。

通信会社（企画
担当）

販売量の動き ・上半期の販売、契約は順調であり、右肩上がりでは
ないものの高位安定である。

通信会社（営業
担当）

販売量の動き ・プライマリー電話が好調である一方で、デジタルテ
レビ放送、インターネットが伸び悩んでいる。電話は
収益貢献が先になるため、直近は苦しい状況である。
販促費も重しになっている。

通信会社（営業
担当）

お客様の様子 ・ケーブルテレビの加入営業における客の慎重対応は
変わらず、実績も鈍化傾向にある。

遊園地（職員） お客様の様子 ・消費単価などにも変化がみられない。
その他レジャー
施設（経営企画
担当）

お客様の様子 ・プロ野球関連の商品、サービスはシーズン終了が目
前となり、客のニーズも限定的なものにとどまってい
る。ただし、コンサート、イベントなどは顧客ニーズ
にマッチするものであれば絶大な支持を得られるもの
もあり、企業の創意工夫次第である。

設計事務所（所
長）

来客数の動き ・マンション業界が活発に動いており、また、ハウス
メーカーが積極的に営業活動をしているので、中小の
建築業者や設計事務所は非常に苦しい。

設計事務所（所
長）

お客様の様子 ・土地売買に関する計画物件は入ってきているが、計
画物件自体はかなり値が高く、全く動きがない。計画
自体の空回りが多く、様子見の動きがみられる。

住宅販売会社
（経営者）

販売量の動き ・現在、工事の請負及び住宅分譲において、かなり価
格が下落しており、受注量も少ない状態が続いてい
る。しかし、これから良くなる気配を感じつつある。

住宅販売会社
（経営者）

販売量の動き ・９月は例年、８月のお盆休みの反動で住宅購入者が
多くなる時期であるにもかかわらず、どこの会社の物
件も今年はあまり売れていない。ただし、探している
客は結構いるようではあり、住宅ローンの金利上昇に
敏感に反応している消費者もいるが、決断が全体的に
鈍い。

住宅販売会社
（従業員）

販売量の動き ・先月、先々月と販売量が好調だったものの、今月は
販売量が低迷している。住宅ローン金利の上昇が予想
されていたにもかかわらず、実際には金利が低下した
ことから、購入の前倒しを考えていた消費者の行動に
停滞感が出てしまったのではないか。

住宅販売会社
（従業員）

販売量の動き ・３か月前の展示場等の集客が前年比30％減であった
ことにより、その影響で成約棟数は前年比15％減と
なっている。

やや悪く
なっている

商店街（代表
者）

販売量の動き ・来客数の減少に加え、買物をしていく客の数が減少
しているため、販売量も下降気味である。



一般小売店［文
具］（販売企画
担当）

単価の動き ・自社が取り扱う文房具は、個人ユースと法人ユース
に区分されるが、単価が下落している大きな要因には
法人ユースの減少がある。来客数には変化がないこと
から、法人、特に小口の法人の景気が悪いことがうか
がえる。大口の法人に関しては、ほとんど恒常的な納
品という形をとっているため、あまり変化がない。

百貨店（営業企
画担当）

販売量の動き ・昨年よりも大きな施策を実施しているのにもかかわ
らず、どうにか前年実績を確保している状況である。
来客数は前年比プラスで推移していることから、客単
価の減少傾向もみられる。

コンビニ（経営
者）

販売量の動き ・基本商品の販売量が減少してきている。

コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・来客数の落ち込み以上に売上が大幅に減少してお
り、前年比90％程度で推移している。客の衝動買いが
非常に少なくなっている。

コンビニ（経営
者）

来客数の動き ・近所に大型店が開店するなど、業者が増えすぎてい
る。

衣料品専門店
（店長）

来客数の動き ・気温が下がらないため、秋物衣料の需要が減少して
おり、来客数が減少している。

乗用車販売店
（経営者）

販売量の動き ・自動車の整備は順調に入っているが、販売は８月同
様に前年比で２割ほど減少した。

乗用車販売店
（経営者）

販売量の動き ・新しいモデルチェンジの車が発表される時期にもか
かわらず、それほどの盛り上がりがあるとは思えな
い。

乗用車販売店
（営業担当）

お客様の様子 ・客との値引き交渉が以前より厳しくなり、スムーズ
な商談が難しくなっている。

乗用車販売店
（店長）

販売量の動き ・前年比で大幅にマイナスとなっている。

乗用車販売店
（販売担当）

販売量の動き ・通常、９月はトラック関係のディーラー４社ともに
決算月のため、トラック販売台数が増え、10月、11月
の受注もそれなりにあるのだが、今年に限っては受注
が全然出てきていない。こうした現象は当社だけでは
なく、他社においても商談が極端に減っており、受注
ができていないという情報が入っている。

その他専門店
［燃料］（統
括）

販売量の動き ・原油価格高騰により、毎月元売りから価格の値上げ
が通達されているが、企業及び個人に思うように転嫁
できない。数量についても、現金客も含め毎月減販が
続いている。

タクシー運転手 お客様の様子 ・今月も燃料が高く、また、中間決算の月であるが、
夜はそれほど人がおらず、いたとしても乗る客が少な
い。終電のあるうちに帰る客が多い。

設計事務所（営
業担当）

競争相手の様子 ・競合他社がますます安値にて応札を行うようになっ
た。

悪く
なっている

一般小売店［家
具］（経営者）

来客数の動き ・とにかく来客数が極端に少なく、非常に悪い状態で
ある。

一般レストラン
（スタッフ）

来客数の動き ・焼き鳥屋３軒すべてで売上が減少している。場所が
異なるので、普通はばらつきがあるはずだが、全店で
悪化している。来客数も減少している。

美容室（経営
者）

来客数の動き ・来店するサイクルがだんだん長くなってきている。

良く
なっている

不動産業（従業
員）

受注価格や販売
価格の動き

・受注が増えており、価格も上昇傾向にある。

やや良く
なっている

出版・印刷・同
関連産業（経営
者）

取引先の様子 ・従来の客からの仕事はあまりないが、新規の客から
は受注がそこそこある。

電気機械器具製
造業（経営者）

取引先の様子 ・安倍政権に変わってなんとなく期待感があるせいな
のか、実際に成約に至らなくても引き合いが活発化し
ている。

電気機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・毎月の売上は大きな物件が取れるか取れないかによ
りぶれるが、今月は比較的大きな物件を受注でき、過
去の同月の平均売上よりも20％強増加している。

その他製造業
［鞄］（経営
者）

取引先の様子 ・当業界のなかでも勝ち組と負け組の差がはっきりと
出てきている。いろいろな意味で総合的に企画や資金
力を持ったところは生き延びたという結果であるが、
やめた企業も多い。残った組は大分忙しくなってきて
いる。

企業
動向
関連



建設業（経営
者）

競争相手の様子 ・業界は全体的に忙しく、職人を探すのに手間取って
いる。原油や鉄の単価上昇も背景にあるのか、物価が
高くなってきている。

建設業（営業担
当）

受注価格や販売
価格の動き

・土地価格や原油価格の高騰により物資の値段が上
がってきている。少しずつではあるが景気は良くなっ
てきている。

通信業（企画担
当）

受注量や販売量
の動き

・主要商品の受注量が伸びてきている。競合事業者と
の競争は激化する一方とはいえ、景気は良くなってき
ている。

金融業（審査担
当）

それ以外 ・銀行は数年ぶりに短期プライムレート引き上げを実
施している。

税理士 取引先の様子 ・顧問先の建設業関係、製造業関係においては、つぶ
れそうな冬の時代があったが、動きがみられるように
なってきている。特殊技術を持っている企業はどんど
ん売上が増大しており、そうでないところでも、全体
が伸びているためかなんとか生き延びてきている。

変わらない 出版・印刷・同
関連産業（経営
者）

取引先の様子 ・得意先からの仕事の引き合いが非常に減少してい
る。

一般機械器具製
造業（経営者）

受注量や販売量
の動き

・受注が相変わらず増えず、少ない。

建設業（経営
者）

受注価格や販売
価格の動き

・景気がいくらか良くなるかと思えば材料単価、施工
単価の上昇で金額が折り合わない。顧客と業者との間
で板ばさみになっている。業種によっては異常ともい
えるくらいに職人不足になっており、その結果、単価
がつり上がっている状況でもある。

輸送業（経営
者）

取引先の様子 ・取引先の様子をみていると、極端に受注が増えたか
と思うと、またばたっと止まってしまうような状態
で、全く景気が良くなったという感じではなく、不安
材料の方が多い。

輸送業（財務・
経理担当）

受注量や販売量
の動き

・大手の宅配個数は、しばらくは現状推移であり増加
は見込めない。

金融業（審査担
当）

取引先の様子 ・最近、投資目的でマンションを探す人が増加してい
る。主に30歳代後半で、上場会社に勤務している人が
大半である。

金融業（支店
長）

取引先の様子 ・取引先に、原油高の影響が少しずつ出てきている。
運送業であればガソリン、製造業であれば商品に関わ
るものがかなり高騰し、経営を圧迫し始めている。

不動産業（経営
者）

競争相手の様子 ・建売業者の仕入競争が激しく、中小業者はこれから
だんだんと厳しくなる。競争相手にも明るい話はな
い。しかし、土地の値下がりは止まったようである。

不動産業（総務
担当）

取引先の様子 ・オフィス増床希望テナントに対し、既存賃料より高
めの賃料を提示してもさほど抵抗感がないなど、賃料
相場が若干上昇してきている。

社会保険労務士 取引先の様子 ・資金繰りの厳しい会社が多い。
その他サービス
業［廃棄物処
理］（経営者）

受注価格や販売
価格の動き

・新規相談件数も増えているが、価格競争が激しく
なっており、なかなか売上につながっていかない。

その他サービス
業［ビルメンテ
ナンス］（経営
者）

受注価格や販売
価格の動き

・客からの値下げ要請や他社との過当競争が続いてい
る。原油の値上がりは、メーカーの値上げによって使
用資材のコスト高をもたらしている。

その他サービス
業［情報サービ
ス］（従業員）

受注量や販売量
の動き

・夏休み期間も終わり、設備投資の案件における引き
合いが増えてきている。ただし、実際には受注件数は
増加しているが、１件当たりの利益率が下がってお
り、必ずしも景気が良くなっているとはいえない。

やや悪く
なっている

食料品製造業
（経営者）

取引先の様子 ・ポリ袋、紙製品の値上がりが止まらず、年末にかけ
てまだ上がりそうである。

繊維工業（経営
者）

取引先の様子 ・取引先の販売状況があまり良くないことから受注が
ない。

プラスチック製
品製造業（経営
者）

取引先の様子 ・あらゆる顧客が安価な海外製品を盾に値上げを認め
ず、コストダウンを要求し続けている。

建設業（経理担
当）

競争相手の様子 ・ここにきて同業他社のなかで再び身売りや廃業の話
が聞かれるようになっている。公共工事の発注は目に
見えて減少しており、民間工事も採算の合わない工事
が多い。



税理士 取引先の様子 ・飲食店は、飲酒運転取締りの余波を受けて売上が減
少している。衣料品も秋冬物の売行きが悪い。

悪く
なっている

金属製品製造業
（経営者）

取引先の様子 ・９月は客からの見積件数が少なく、見積もっても受
注につながらず、価格が下がってきている。原材料の
高騰分が価格に転嫁出来ず、苦しい状態である。実質
的に、加工賃の値下げとなっている。

輸送業（総務担
当）

それ以外 ・軽油価格の高騰が続いており、運賃に転嫁ができ
ず、赤字が増加している。

良く
なっている

人材派遣会社
（支店長）

採用者数の動き ・携帯電話やブランド商品の販売業務において、新規
の派遣契約件数が増加している。

やや良く
なっている

人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・各企業からの求人が非常に増えている。

人材派遣会社
（営業担当）

求人数の動き ・金融機関による正社員募集、派遣社員の正社員化の
動きが活発であるが、これらの求人ニーズに依然とし
てこたえられない。

人材派遣会社
（支店長）

求職者数の動き ・企業からの派遣依頼は引き続き好調である。新規登
録者数もわずかながら増加してきている。

求人情報誌製作
会社（編集者）

採用者数の動き ・次年度の新卒採用に関し、メーカー中心に、これま
で手が回らなかった関連グループ企業の採用支援を含
めて動きが出てきており、グループ全体の採用枠は拡
大傾向にある。

職業安定所（職
員）

採用者数の動き ・10月からの就職者数が前年同期と比べて増加してい
る。

民間職業紹介機
関（経営者）

求人数の動き ・３か月、５か月前と比べて、企業からの求人案件数
が継続的にあり、また新たな企業から求人が来ている
ため、求人件数は継続して増加している。

民間職業紹介機
関（職員）

求人数の動き ・ＩＴ関連、サービス産業などの求人数が前年比で
30％以上増加している。

学校［短期大
学］（就職担
当）

求人数の動き ・秋の陣として追加募集の求人が来始めている。

学校［専修学
校］（就職担
当）

求人数の動き ・求人獲得件数は前年同月比で約20％程度増加してい
る。

変わらない 人材派遣会社
（社員）

求人数の動き ・９月は例年、下期に向けて業績の良い企業からの求
人が増えるにもかかわらず、今年は特にそのような目
立った業種が見当たらない。

人材派遣会社
（支店長）

それ以外 ・依頼が来てもベストな人材を派遣できないケースが
増えており、同業他社にも声をかけるようこちらから
お願いする企業すら多々出る始末である。依然として
スタッフ不足が深刻である。

新聞社［求人広
告］（担当者）

求人数の動き ・求人広告は相変わらず派遣、業務請負等が主流であ
る。「新規オープン」などと銘打って募集をしている
ものも増えているが、現実は業者の入替えによるもの
で、現場を取ったり取られたりの派遣業界のサバイバ
ル戦が激化している。

職業安定所（所
長）

求人数の動き ・新規求人数が落ち込み、求人倍率が低下している。

職業安定所（職
員）

求人数の動き ・新規求人数は前年同月比14.4％減となり、今年度初
めてマイナスに転じた。製造業では人手不足感はある
ものの、それが長期的に続くかどうかは不透明なた
め、有期求人が見られる。空港周辺のホテルでは稼働
率が上昇しており、パート求人が増加している。

やや悪く
なっている

○ ○ ○

悪く
なっている

－ － －

雇用
関連


